





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































堺本一段 15 1 0
堺本二段 1 0 0
堺本三段 0 0 0
堺本四段 4 0 0
堺本五段 1 0 0
堺本六段 0 0 0
堺本七段 14 1 1
堺本八段 37 10 0
堺本九段 14 2 0
堺本一〇段 14 2 1
堺本一一段 29 4 0
堺本一二段 11 1 1
堺本一三段 9 2 0
堺本一四段 0 0 0
堺本一五段 3 0 0
堺本一六段 2 0 0
堺本一七段 0 0 0
堺本一八段 0 1 0
堺本一〇七段 17 4 1
堺本一〇八段 14 4 3
堺本一〇九段 0 0 0
堺本一一〇段 3 1 1
堺本一一一段 21 2 0
堺本一一二段 11 2 1
堺本一一三段 8 3 1
堺本一一四段 8 1 0
堺本一一五段 4 1 0
堺本一一六段 4 2 0
堺本一一七段 2 1 0
堺本一一八段 8 2 0
堺本一一九段 8 1 0
堺本一二〇段 5 1 0
堺本一八八段 47 11 2
堺本一八九段 8 3 0
堺本一九〇段 10 0 3


































































































































































































































































































































































































山井本 383 9 20
龍門本 389 5 16
黒川文庫甲本 332 63 15
河野甲本 309 84 17
朽木本 300 91 19
鈴鹿本 299 91 20


















































































































































山井本 383 9 20
龍門本 389 5 16
黒川文庫甲本 332 63 15
河野甲本 309 84 17
朽木本 300 91 19
鈴鹿本 299 91 20
無窮会本 158 223 29
本文の調査範囲は一段～一八段、一〇七段～一二〇段、一八
八段～一九〇段。山井本・龍門本・河野甲本・朽木本・鈴鹿
本・無窮会本の数値は山中［二〇一六］に拠る。
　
【
表
2
】
は
、山
中
［
二
〇
一
六
］
で
調
査
し
た
堺
本
諸
本
の
本
文
一
致
状
況
を
簡
潔
に
ま
と
め
直
し
、
黒
川
文
庫
蔵
甲
本
の
デ
ー
タ
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
各
項
目
の
数
値
を
比
べ
て
み
る
と
、
黒
川
文
庫
蔵
甲
本
の
本
文
が
一
類
と
一
致
す
る
割
合
は
山
井
本
・
龍
門
本
よ
り
も
低
く
、
河
野
甲
本
・
朽
木
本
・
鈴
鹿
本
・
無
窮
会
本
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
二
類
と
一
致
す
る
割
合
は
そ
の
逆
で
あ
る
。
よ
っ
て
黒
川
文
庫
蔵
甲
本
の
本
文
は
、
一
類
と
二
類
と
の
遠
近
と
い
う
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
山
井
本
・
龍
門
本
と
河
野
甲
本
と
の
中
間
に
位
置
付
け
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。
新
た
に
黒
川
文
庫
蔵
甲
本
の
デ
ー
タ
が
加
わ
る
こ
と
で
、
堺
本
の
本
文
異
同
の
段
階
的
な
あ
り
よ
う
が
よ
り
明
確
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
山
井
本
・
龍
門
本
・
河
野
甲
本
を
Ⅰ
類
と
し
、
朽
木
本
・
鈴
鹿
本
・
無
窮
会
本
を
Ⅱ
類
と
し
て
区
別
す
る
林
［
一
九
八
八
］
の
分
類
法
の
限
界
性
が
あ
ら
た
め
て
示
さ
れ
た
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
三　
無
窮
会
本
と
の
重
な
り
　
前
節
で
は
、
黒
川
文
庫
蔵
甲
本
と
堺
本
諸
本
の
本
文
異
同
の
比
較
か
ら
、
黒
川
文
庫
蔵
甲
本
が
本
文
的
に
は
一
類
（
宮
内
卿
本
系
統
）
の
山
井
本
・
龍
門
本
と
河
野
甲
本
と
の
中
間
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
二
類
（
宸
翰
本
系
統
）
本
文
と
の
一
致
状
況
に
鑑
み
て
も
う
少
し
正
確
に
言
え
ば
、
河
野
甲
本
寄
り
の
中
間
的
位
置
に
あ
る
と
言
え
よ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
示
す
本
文
は
こ
れ
ま
で
に
な
く
、
資
料
的
に
も
貴
重
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
前
節
の
調
査
で
は
、
音
便
の
有
無
、
仮
名
遣
い
の
違
い
、
二
六
漢
字
と
仮
名
の
表
記
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
は
、
文
の
解
釈
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
レ
ベ
ル
の
本
文
異
同
と
は
区
別
し
て
、
異
同
の
数
に
は
含
ん
で
い
な
か
っ
た
。
実
際
に
は
、た
と
え
ば
山
井
本
と
龍
門
本
、あ
る
い
は
河
野
甲
本
・
朽
木
本
・
鈴
鹿
本
の
三
本
な
ど
に
、
音
便
・
仮
名
遣
い
・
漢
字
仮
名
表
記
等
の
共
通
性
が
あ
る
程
度
指
摘
で
き
る
。
表
記
の
問
題
に
関
し
て
は
、
近
年
議
論
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
が
、
た
と
え
ば
田
村
［
二
〇
一
二
］
が
研
究
史
と
問
題
の
所
在
に
つ
い
て
詳
し
く
ま
と
め
た
う
え
で
、『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
「
涙
」
の
表
記
の
分
布
か
ら
「
校
合
の
眼
を
く
ぐ
り
抜
け
た
一
語
の
表
記
の
一
致
が
伝
本
間
の
関
係
を
示
す
痕
跡
─
本
文
異
同
の
表
舞
台
に
は
現
れ
な
い
痕
跡
─
に
な
り
得
る
こ
と
」
を
論
じ
て
い
る）（
（
。
た
だ
し
、
本
文
研
究
の
歴
史
の
厚
い
『
源
氏
物
語
』
な
ど
と
は
違
っ
て
、
堺
本
の
場
合
は
基
礎
的
な
調
査
か
ら
開
始
す
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
煩
雑
さ
を
避
け
る
意
味
で
も
、
ひ
と
ま
ず
異
同
が
自
明
な
も
の
に
用
例
を
限
定
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
表
記
に
関
わ
る
異
同
の
様
相
ま
で
は
前
節
の
結
果
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
が
、
黒
川
文
庫
蔵
甲
本
を
見
て
い
る
と
、
こ
の
類
の
異
同
に
見
逃
せ
な
い
も
の
が
複
数
出
て
く
る
。
と
り
わ
け
看
過
し
が
た
い
と
思
わ
れ
る
の
が
無
窮
会
本
と
の
重
な
り
で
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
　
①
詔
表
勅
答
な
と
（
二
〇
ウ
）
　
　
　
　
詔
書
（
台
時
吉
山
龍
甲
朽
鈴
）
　
　
　
　
詔
表
（
無
）
　
　
　
　
し
よ
〳
〵
へ
う
（
多
宮
京
乙
彰
）
　
　
　
　
し
よ
へ
う
（
群
）
　
①
は
「
め
で
た
き
も
の
」
の
段
に
出
て
く
る
一
節
で
あ
る
。
傍
線
部
の
異
同
を
確
認
す
る
と
、
お
お
よ
そ
一
類
が
「
詔
書
」、
二
類
が
「
し
よ
〳
〵
へ
う
」
あ
る
い
は
「
し
よ
へ
う
」
と
な
っ
て
い
て
対
立
が
み
ら
れ
る
。
山
中
［
二
〇
一
六
］
で
は
「
書
」
と
「
へ
う
」
の
対
立
と
み
て
無
窮
会
本
の
本
文
を
二
類
側
に
分
類
し
た
が
、「
表
」
と
い
う
漢
字
で
の
表
記
は
無
窮
会
本
に
単
独
の
も
の
で
あ
っ
た
。
先
の
判
断
を
再
考
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
を
措
い
て
も
、
無
窮
会
本
と
ま
っ
た
く
同
一
の
本
文
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。
漢
字
と
仮
名
の
表
記
に
着
目
し
て
み
る
と
（
仮
名
の
字
母
に
関
し
て
は
今
は
問
わ
な
い
こ
と
と
す
る
）、黒
川
甲
本
と
無
窮
会
本
の
本
文
が
一
致
す
る
例
は
他
に
も
見
出
さ
れ
る
。
二
七
　
②
み
の
金
の
花
と
み
え
て
（
二
オ
）
　
　
　
　
こ
か
ね
の
（
台
時
吉
山
龍
甲
朽
鈴
多
群
宮
京
乙
彰
）
　
　
　
　
金
の
（
無
）
　
③
い
と
は
か
な
く
哀
也
（
六
ウ
）
　
　
　
　
あ
は
れ
な
り
（
台
時
吉
甲
朽
鈴
群
宮
京
彰
）
　
　
　
　
あ
は
れ
也
（
山
龍
乙
）
　
　
　
　
哀
也
（
無
）
　
　
　
　
哀
れ
な
り
（
多
）
　
④
い
と
花
や
か
に
そ
な
き
出
た
る
や
（
八
オ
）
　
　
　
　

は
な
や
か
に
そ
な
き
い
て
た
る
や
（
台
時
吉
山
龍
甲
朽
鈴
多
群
宮
京
乙
彰
）
　
　
　
　
花
や
か
に
そ
な
き
出
た
る
や
（
無
）
　
⑤
ま
つ
り
の
舞
人
の
は
む
を
か
さ
し
の
花
に
（
二
一
ウ
）
　
　
　
　
ま
ひ
人
の
（
台
甲
朽
鈴
多
群
宮
京
乙
彰
）
　
　
　
　
ま
い
人
の
（
時
吉
山
龍
）
　
　
　
　
舞
人
の
（
無
）
　
⑥
若
菜
つ
み
出
つ
ゝ
れ
い
は
（
六
〇
ウ
）
　
　
　
　
つ
み
い
て
つ
ゝ
（
台
時
吉
山
龍
朽
鈴
多
）
　
　
　
　
つ
み
い
て
ゝ
つ
ゝ
（
甲
）
　
　
　
　
つ
み
出
つ
ゝ
（
無
）
　
　
　
　
つ
み
い
て
て
（
群
）
　
　
　
　
つ
み
い
て
ゝ
（
宮
乙
彰
）
　
　
　
　
つ
み
い
て
し
（
京
）
　
⑦
ほ
そ
ひ
つ
に
入
つ
ゝ
み
に
つ
ゝ
み
（
六
三
ウ
）
　
　
　
　
い
れ
（
台
時
吉
山
龍
甲
朽
鈴
多
群
宮
京
乙
彰
）
　
　
　
　
入
（
無
）
　
②
は
黒
川
文
庫
蔵
甲
本
と
無
窮
会
本
で
「
金
」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
、他
本
で
は
「
こ
か
ね
」
と
な
っ
て
い
る
箇
所
。
③
は
「
哀
」
と
「
あ
は
れ
」、
「
也
」
と
「
な
り
」
の
表
記
の
組
み
合
わ
せ
が
四
種
あ
る
が
、黒
川
文
庫
蔵
甲
本
と
無
窮
会
本
の
み
「
哀
也
」
で
一
致
す
る
箇
所
。
④
は
黒
川
文
庫
蔵
甲
本
と
無
窮
会
本
が
「
花
」
と
「
出
」
に
漢
字
を
宛
て
る
の
に
対
し
て
、
他
本
は
す
べ
て
仮
名
表
記
と
な
っ
て
い
る
箇
所
。
⑤
は
「
舞
」
の
漢
字
表
記
が
一
致
し
て
い
る
箇
所
。
⑥
と
⑦
は
④
と
同
様
で
、
黒
川
文
庫
蔵
甲
本
と
無
窮
会
本
の
み
「
出
」
お
よ
び
「
入
」
が
漢
字
で
表
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
　
ま
た
、
多
和
本
と
の
一
致
も
含
め
れ
ば
、
次
の
⑧
〜
⑩
の
よ
う
な
例
二
八
も
挙
げ
ら
れ
る
。
山
井
本
あ
る
い
は
龍
門
本
に
群
書
類
従
本
を
校
合
し
た
と
い
う
多
和
本
の
成
立
事
情
に
よ
り
①
〜
⑦
と
同
列
に
は
で
き
な
い
が
、
参
看
の
価
値
は
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
黒
川
文
庫
蔵
甲
本
の
表
記
が
無
窮
会
本
と
完
全
に
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
⑪
の
よ
う
な
反
例
も
存
在
す
る
の
で
即
断
は
許
さ
れ
な
い
の
だ
が
、
す
べ
て
偶
然
の
結
果
と
も
言
い
が
た
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
⑧
も
し
に
は
書
た
る
（
五
オ
）
　
　
　
　
か
き
た
る
（
台
時
吉
嘉
山
龍
甲
朽
鈴
群
宮
京
乙
彰
）
　
　
　
　
書
た
る
（
無
多
）
　
⑨
ゆ
る
き
の
も
り
に
独
は
ね
し
と
（
七
ウ
）
　
　
　
　
ひ
と
り
は
（
台
時
吉
山
龍
甲
朽
鈴
群
宮
京
乙
彰
）
　
　
　
　
獨
は
（
無
）
　
　
　
　
独
は
（
多
）
　
⑩
お
も
ふ
所
え
た
る
女
房
の
う
た
む
と
（
六
二
オ
）
　
　
　
　
女
の
（
台
時
吉
山
龍
）
　
　
　
　
女
は
う
の
（
甲
朽
鈴
群
宮
乙
彰
）
　
　
　
　
女
房
の
（
無
多
）
　
　
　
　
女
ほ
う
の
（
京
）
　
⑪
郭
公
は
あ
さ
ま
し
く
（
八
オ
）
　
　
　
　
郭
公
（
台
時
吉
山
龍
）
　
　
　
　
ほ
と
ゝ
き
す
（
甲
朽
鈴
無
）
　
　
　
　
ほ
と
と
き
す
（
多
群
宮
京
乙
彰
）
　
漢
字
表
記
の
重
な
り
以
外
に
も
、
黒
川
文
庫
蔵
甲
本
と
無
窮
会
本
と
の
影
響
関
係
を
暗
示
す
る
異
同
の
例
が
あ
る
。
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
　
⑫
梨
花
一
枝
帯
春
雨
と
（
二
ウ
）
　
　
　
　
春
雨
帯
（
台
吉
山
龍
甲
朽
鈴
多
群
宮
京
乙
彰
）
　
　
　
　
ー
（
時
）
　
　
　
　
帯
春
雨
（
無
）
　
⑫
は
「
木
の
花
は
」
の
段
に
み
え
る
異
同
で
、『
白
氏
文
集
』「
長
恨
歌
」
の
一
節
「
梨
花
一
枝
春
帶
レ
雨
」
の
引
用
で
あ
る
が
、
黒
川
文
庫
蔵
甲
本
で
は
「
春
帶
レ
雨
」
に
該
当
す
る
部
分
が
「
帯
春
雨
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。「
長
恨
歌
」と
は
漢
字
の
順
番
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
箇
所
が
「
帯
春
雨
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
無
窮
会
本
の
み
で
、
他
は
す
べ
て
「
春
雨
帯
」
と
あ
る
（
三
時
本
は
軽
く
線
が
引
か
れ
る
の
み）（
（
）。「
帯
春
雨
」
と
い
う
本
文
は
こ
れ
ま
で
無
窮
会
本
の
一
例
二
九
し
か
見
つ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
本
文
異
同
に
は
含
め
ず
、
無
窮
会
本
の
単
発
的
な
独
自
異
文
と
し
て
扱
っ
て
き
た
が
、
今
回
は
じ
め
て
同
じ
本
文
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
同
様
の
例
を
次
に
挙
げ
る
。
　
⑬
人
な
み
〳
〵
な
る
さ
ま
に
あ
ら
ね
と
（
四
オ
）
　
　
　
　
さ
ま
に
は
（
台
時
吉
山
龍
甲
朽
鈴
多
群
宮
京
乙
彰
）
　
　
　
　
さ
ま
に
（
無
）
　
⑭
お
ほ
と
か
に
う
ち
な
き
た
る
さ
ま
な
れ
と
（
七
オ
）
　
　
　
　
う
ち
な
き
（
台
時
吉
山
龍
甲
朽
鈴
多
群
宮
京
乙
彰
）
　
　
　
　
打
な
き
た
る
（
無
）
　
⑮
ま
つ
り
の
舞
人
の
は
む
を
か
さ
し
の
花
に
（
二
一
ウ
）
　
　
　
　
は
む
の
を
（
台
時
吉
山
龍
甲
）
　
　
　
　
は
む
ひ
の
を
（
朽
鈴
群
）
　
　
　
　
は
む
を
（
無
）
　
　
　
　
は
ひ
の
を
（
多
宮
京
乙
彰
）
　
⑯
お
ほ
か
る
を
は
し
め
よ
り
お
く
ま
て
（
二
六
ウ
）
　
　
　
　
は
し
よ
り
（
台
時
吉
山
龍
甲
多
群
宮
京
乙
彰
）
　
　
　
　
か
し
ら
よ
り
（
朽
鈴
）
　
　
　
　
は
し
め
よ
り
（
無
）
　
⑰
ま
こ
と
に
か
き
り
な
う
こ
そ
お
か
し
け
れ
（
六
三
ウ
）
　
　
　
　
か
き
り
な
う
（
台
吉
山
龍
甲
）
　
　
　
　
か
き
り
な
ふ
（
時
多
）
　
　
　
　
か
き
り
な
く
（
朽
鈴
群
宮
京
乙
彰
）
　
　
　
　
か
き
り
な
ふ
こ
そ
（
無
）
　
⑱
ま
つ
り
ち
か
う
な
り
て
あ
を
く
ち
は
（
六
三
ウ
）
　
　
　
　
な
り
て
は
（
台
時
吉
山
龍
甲
朽
鈴
多
群
宮
京
乙
彰
）
　
　
　
　
な
り
て
（
無
）
　
⑬
は
黒
川
文
庫
蔵
甲
本
と
無
窮
会
本
の
み
が
「
さ
ま
に
」、他
本
で
は
「
さ
ま
に
は
」と
な
っ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
⑭
は
黒
川
文
庫
蔵
甲
本
と
無
窮
会
本
に
は
「
た
る
」
が
あ
り
、
他
本
に
は
な
い
箇
所
。
⑮
は
黒
川
文
庫
蔵
甲
本
と
無
窮
会
本
が
「
は
む
を
」
と
あ
る
と
こ
ろ
、
他
本
で
は
「
は
む
の
を
」「
は
む
ひ
の
を
」「
は
ひ
の
を
」
と
な
っ
て
い
る
箇
所
。
⑯
は
黒
川
文
庫
蔵
甲
本
と
無
窮
会
本
の
み
「
は
し
め
よ
り
」、朽
木
本
と
鈴
鹿
本
が
「
か
し
ら
よ
り
」、そ
の
他
は
「
は
し
よ
り
」
と
な
っ
て
い
る
箇
所
。
⑰
は
黒
川
文
庫
蔵
甲
本
と
無
窮
会
本
に
は
「
こ
そ
」
が
あ
り
、
他
本
に
は
な
い
箇
所
。
⑱
は
黒
川
文
庫
蔵
甲
本
と
無
窮
会
本
が「
な
り
て
」、
他
本
で
は
「
な
り
て
は
」
と
な
っ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、こ
三
〇
れ
ま
で
の
調
査
で
は
無
窮
会
本
単
独
の
例
と
し
て
し
か
扱
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
本
文
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
、
ま
っ
た
く
の
一
致
を
示
す
の
で
は
な
い
が
、
黒
川
文
庫
蔵
甲
本
と
無
窮
会
本
と
の
書
写
関
係
を
示
唆
す
る
よ
う
な
本
文
異
同
の
例
も
見
出
さ
れ
る
。
　
⑲
し
ろ
き
は
い
か
は
か
り
に
な
り
ぬ
れ
とは
わ
ろ
し
（
一
ウ
）
　
　
　
　
は
い
か
ち
に
（
台
吉
山
龍
甲
朽
鈴
）
　
　
　
　
灰
か
ち
に
（
時
）
　
　
　
　
は
い
は
か
り
に
（
無
）
　
　
　
　
は
ひ
か
ち
に
（
多
群
宮
京
乙
彰
）
　
⑲
は
「
春
は
あ
け
ぼ
の
」
の
段
の
末
文
で
あ
る
。
黒
川
文
庫
蔵
甲
本
の
「
は
い
か
は
か
り
に
」
と
ま
っ
た
く
一
致
す
る
本
文
は
な
い
が
、「
は
か
り
に
」
の
部
分
が
無
窮
会
本
と
一
致
し
て
お
り
、他
本
の
「
か
ち
に
」
と
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る）（
（
。
　
⑳
心
は
へ
こ
そ
う
ら
み
な
く
め
て
た
け
れ
（
八
オ
）
　
　
　
　
か
き
り
な
く
（
台
時
吉
山
龍
甲
朽
鈴
）
　
　
　
　
限
な
く
（
無
）
　
　
　
　
か
き
り
な
う
（
多
群
宮
京
乙
彰
）
　
⑳
は
「
鳥
は
」
の
段
の
一
節
で
あ
る
。「
う
ら
み
な
く
」
と
あ
る
の
は
黒
川
文
庫
蔵
甲
本
の
み
で
、他
本
で
は
「
か
き
り
な
く
」「
限
な
く
」
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
特
筆
す
べ
き
は
無
窮
会
本
の
「
限
な
く
」
と
い
う
表
記
で
、「
限
」
を
「
恨
」
と
誤
っ
た
こ
と
に
よ
り
、「
う
ら
み
な
く
」
と
い
う
本
文
が
発
生
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
見
て
み
る
と
、黒
川
文
庫
蔵
甲
本
と
無
窮
会
本
と
が
、書
写
の
系
譜
に
お
い
て
近
い
位
置
に
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
無
窮
会
本
に
つ
い
て
は
、
北
村
季
吟
が
「
尾
州
人
之
一
本
」
を
林
白
水
か
ら
入
手
し
た
宸
翰
本
で
校
合
し
た
こ
と
が
七
十
五
丁
裏
の
書
き
付
け
か
ら
わ
か
る
が
（
山
中
［
二
〇
一
六
］）、た
と
え
ば
、季
吟
が
宸
翰
本
で
校
合
し
た
「
尾
州
人
之
一
本
」
が
、
黒
川
文
庫
蔵
甲
本
に
近
い
本
文
を
も
つ
写
本
で
あ
っ
た
と
い
う
よ
う
な
想
定
も
可
能
に
な
っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
四　
河
野
甲
本
な
ど
と
の
重
な
り
　
前
節
で
は
、
黒
川
文
庫
蔵
甲
本
と
無
窮
会
本
と
の
本
文
の
重
な
り
具
合
を
通
し
て
、
両
者
が
近
い
関
係
に
あ
っ
た
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
黒
川
文
庫
蔵
甲
本
の
本
文
が
無
窮
会
本
と
完
全
に
一
致
し
三
一
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
無
窮
会
本
以
外
の
本
文
と
一
致
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
写
本
の
生
成
と
流
布
の
実
態
を
考
慮
す
れ
ば
現
存
す
る
写
本
の
み
で
完
璧
な
関
係
図
を
描
く
の
は
不
可
能
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
が
、
基
礎
的
な
作
業
が
依
然
整
っ
て
い
な
い
『
枕
草
子
』
の
本
文
研
究
に
関
し
て
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
多
く
の
情
報
を
収
集
し
て
お
く
こ
と
が
今
後
の
進
展
へ
と
繋
が
ろ
う
。
本
節
で
は
、
前
節
で
は
採
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
本
文
異
同
の
傾
向
に
つ
い
て
簡
単
に
ま
と
め
、
後
考
に
俟
つ
こ
と
に
し
た
い
。
　
ま
ず
、
無
窮
会
本
と
も
一
致
し
つ
つ
も
、
そ
れ
以
外
の
本
文
と
も
一
致
す
る
例
を
挙
げ
て
お
く
。
前
節
で
挙
げ
た
無
窮
会
本
お
よ
び
多
和
本
と
一
致
す
る
例
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
注
意
さ
れ
る
の
が
、
河
野
甲
本
と
の
重
な
り
で
あ
る
。
　
㉑
う
つ
ろ
ひ
や
す
な
る
こ
そ
う
た
て
あ
る
（
七
オ
）
　
　
　
　
そ
（
台
時
吉
山
龍
朽
鈴
多
群
宮
京
乙
彰
）
　
　
　
　
こ
そ
（
甲
無
）
　
㉒
さ
え
あ
る
も
さ
ら
な
ゝ
り
（
二
〇
ウ
）
　
　
　
　
さ
ら
な
り
（
台
時
吉
朽
鈴
多
群
宮
京
彰
）
　
　
　
　
更
也
（
山
龍
）
　
　
　
　
さ
ら
な
ゝ
り
（
甲
無
）
　
　
　
　
さ
や
也
（
乙
）
　
㉓
ゑ
せ
も
の
ゝ
い
ゑ
の
（
六
一
オ
）
　
　
　
　
家
（
台
時
吉
山
龍
朽
鈴
多
群
宮
京
乙
彰
）
　
　
　
　
い
ゑ
（
甲
無
）
　
㉑
は
、
黒
川
文
庫
蔵
甲
本
と
同
じ
「
こ
そ
」
と
い
う
本
文
を
も
つ
の
が
河
野
甲
本
と
無
窮
会
本
の
み
と
い
う
箇
所
で
あ
る
。㉒
も
同
様
に「
さ
ら
な
ゝ
り
」
と
い
う
本
文
を
も
つ
。
㉓
は
「
い
ゑ
」
と
仮
名
表
記
さ
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
な
お
、
河
野
甲
本
は
朽
木
本
・
鈴
鹿
本
と
近
い
本
文
を
も
つ
た
め
、
朽
木
本
・
鈴
鹿
本
と
の
重
な
り
も
起
こ
っ
て
く
る
。
　
㉔
め
て
た
く
こ
そ
お
ほ
ゆ
れ
（
二
〇
ウ
）
　
　
　
　
め
て
た
く
（
台
吉
山
龍
）
　
　
　
　
□
□
た
く
（
時
）
　
　
　
　
め
て
た
く
こ
そ
（
甲
朽
鈴
無
）
　
　
　
　
め
て
た
し
（
多
群
宮
京
乙
彰
）
　
㉕
正
月
つ
い
た
ち
に
は
空
の
（
六
〇
オ
）
　
　
　
　
つ
い
た
ち
に
（
台
）
　
　
　
　
つ
ゐ
た
ち
に
（
時
吉
山
龍
）
三
二
　
　
　
　
つ
い
た
ち
に
は
（
甲
朽
鈴
無
）
　
　
　
　
朔
日
に
（
多
）
　
　
　
　
一
日
は
（
群
宮
京
乙
彰
）
　
㉖
と
う
か
の
ほ
と
空
の
け
し
き
は
（
六
一
オ
）
　
　
　
　
十
日
（
台
時
吉
山
龍
鈴
多
群
宮
京
乙
彰
）
　
　
　
　
と
う
か
（
甲
朽
無
）
　
㉔
は
黒
川
文
庫
蔵
甲
本
と
同
じ
く
「
こ
そ
」
が
あ
る
の
が
河
野
甲
本
・
朽
木
本
・
鈴
鹿
本
・
無
窮
会
本
と
い
う
箇
所
で
あ
る
。
㉕
も
同
様
の
例
で
あ
る
。
な
お
こ
の
箇
所
で
は
一
類
が
「
つ
い
た
ち
に
」「
つ
ゐ
た
ち
に
」「
朔
日
に
」、
二
類
が
「
一
日
は
」
と
な
っ
て
お
り
、
助
詞
が
「
に
」
と
な
る
か
「
は
」
と
な
る
か
と
い
う
本
文
の
対
立
が
見
ら
れ
る
が
、
第
二
節
の
調
査
で
は
河
野
甲
本
・
朽
木
本
・
鈴
鹿
本
・
無
窮
会
本
の
「
に
は
」
と
い
う
本
文
は
「
そ
の
他
」
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
㉖
は
黒
川
文
庫
蔵
甲
本
と
同
じ
く
「
と
う
か
」
と
仮
名
表
記
さ
れ
る
の
が
河
野
甲
本
・
朽
木
本
・
無
窮
会
本
と
い
う
箇
所
で
あ
る
。
　
最
後
に
、
無
窮
会
本
や
河
野
甲
本
と
は
一
致
せ
ず
、
そ
れ
以
外
の
写
本
と
重
な
る
場
合
も
あ
る
。
参
考
ま
で
に
挙
げ
て
お
き
た
い
。
　
㉗
ま
こ
と
の
家
は
い
ぬ
り
た
る
に
は
（
六
ウ
）
　
　
　
　
家
は
い
（
台
）
　
　
　
　
い
へ
は
い
（
時
吉
山
龍
）
　
　
　
　
い
し
は
い
（
甲
朽
京
）
　
　
　
　
い
し
は
ひ
（
鈴
多
群
宮
乙
彰
）
　
　
　
　
石
灰
（
無
）
　
㉘
か
み
の
ひ
と
つ
ら
は
か
り
け
に
き
は
か
り
（
六
三
ウ
）
　
　
　
　
は
か
り
（
台
時
吉
）
　
　
　
　
は
か
り
に
（
山
龍
甲
朽
鈴
無
多
群
宮
京
乙
彰
）
　
㉙
ひ
こ
ほ
し
こ
し
は
さ
め
ら
く
そ
く
（
二
八
オ
）
　
　
　
　
う
し
は
さ
め
（
台
吉
甲
朽
鈴
無
多
群
宮
京
乙
彰
）
　
　
　
　
う
し
は
さ
□
（
時
）
　
　
　
　
こ
し
は
き
め
（
山
）
　
　
　
　
こ
し
は
さ
め
（
龍
）
　
㉗
は
「
家
」
の
漢
字
表
記
が
台
北
本
と
の
み
一
致
す
る
箇
所
で
あ
る
。
た
だ
し
三
時
本
・
山
井
本
・
龍
門
本
な
ど
に
は
異
本
注
記
や
傍
記
が
あ
り
、
早
く
か
ら
不
審
が
ら
れ
て
い
た
箇
所
の
よ
う
で
あ
る
。
無
窮
会
本
は
「
石
灰
」
と
い
う
独
自
本
文
を
も
つ
。
㉘
は
「
は
か
り
」
と
な
っ
て
い
る
の
が
台
北
本
・
三
時
本
・
吉
田
本
と
い
う
箇
所
。
㉙
は
「
こ
し
は
三
三
さ
め
」
と
な
っ
て
い
る
の
が
龍
門
本
の
み
と
い
う
箇
所
で
あ
る
。
五　
お
わ
り
に
　
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
詳
し
い
検
討
の
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
実
践
女
子
大
学
図
書
館
黒
川
文
庫
蔵
「
清
少
納
言
枕
草
紙
」
に
つ
い
て
、
本
文
の
詳
細
な
調
査
分
析
を
行
い
、
本
文
異
同
の
観
点
か
ら
、
堺
本
諸
本
に
お
け
る
同
本
の
位
置
付
け
を
明
ら
か
に
し
た
。
総
合
的
に
言
え
ば
、
黒
川
文
庫
蔵
甲
本
は
一
類
（
宮
内
卿
本
系
統
）
に
分
類
さ
れ
る
本
で
あ
り
、
山
井
本
・
龍
門
本
と
河
野
甲
本
と
の
中
間
に
位
置
付
け
ら
れ
る
本
文
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
漢
字
仮
名
表
記
に
関
す
る
異
同
や
独
自
本
文
を
見
て
い
く
と
、
こ
れ
ま
で
特
殊
な
も
の
と
し
て
し
か
扱
う
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
無
窮
会
本
の
本
文
と
黒
川
文
庫
蔵
甲
本
の
本
文
と
の
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
重
な
り
が
指
摘
で
き
る
こ
と
か
ら
、
両
本
が
近
い
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
。
北
村
季
吟
の
手
に
し
た
堺
本
が
黒
川
文
庫
蔵
甲
本
に
近
い
本
文
を
も
っ
て
い
た
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
る
と
、
今
後
の
検
討
次
第
で
は
、
季
吟
の
校
訂
態
度
な
ど
が
見
え
て
く
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
河
野
甲
本
な
ど
と
の
重
な
り
に
も
注
目
す
べ
き
も
の
が
多
数
認
め
ら
れ
た
。
今
回
の
成
果
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
引
き
続
き
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
。
※
堺
本
の
本
文
は
、
基
本
的
に
は
林
［
一
九
八
八
］
に
拠
る
が
、
適
宜
、
影
印
本
、
紙
焼
き
写
真
、
現
物
等
を
確
認
し
、
誤
り
に
つ
い
て
は
私
に
改
め
て
い
る
。
※
そ
の
他
の
引
用
は
次
の
も
の
に
拠
る
。
　
・『
白
氏
文
集
』
…
岡
村
繁
著
『
新
釈
漢
文
大
系
第
117
巻　
白
氏
文
集
　
二
下
』（
明
治
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）。
底
本
は
那
波
本
。
　
・『
枕
草
子
』
三
巻
本
…
杉
山
重
行
編
『
三
巻
本
枕
草
子
本
文
集
成
』
（
笠
間
書
院
、
一
九
九
九
年
）。
底
本
は
陽
明
文
庫
本
（
甲
本
）、
初
段
〜
七
六
段
は
岸
上
慎
二
氏
蔵
室
町
末
期
書
写
本
（
中
邨
本
）。
　
・『
枕
草
子
』
能
因
本
…
田
中
重
太
郎
編
著
『
校
本
枕
冊
子　
上
巻
』
（
古
典
文
庫
、
一
九
五
三
年
）。
底
本
は
学
習
院
大
学
蔵
三
条
西
家
旧
蔵
本
。
　
・『
枕
草
子
』
前
田
家
本
…
田
中
重
太
郎
編
著
『
校
本
枕
冊
子　
上
巻
』（
古
典
文
庫
、
一
九
五
三
年
）。
三
四
注
（
1
）「
慶
福
院
」
は
『
花
屋
抄
』『
玉
栄
集
』
な
ど
の
著
者
で
あ
る
近
衛
稙
家
女
・
花
屋
玉
栄
。
花
屋
玉
栄
と
そ
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
ロ
ー
リ
ー
［
二
〇
〇
六
］、
ロ
ー
リ
ー
［
二
〇
〇
八
］
な
ど
に
詳
し
く
、
ま
た
、
玉
栄
書
写
の
『
源
氏
物
語
古
系
図
』
が
豊
臣
秀
吉
へ
と
渡
っ
た
経
緯
を
解
き
明
か
す
新
美
［
二
〇
〇
九
］
で
は
女
性
に
よ
る
『
源
氏
物
語
』
享
受
の
あ
り
よ
う
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
玉
栄
と
堺
本
と
の
関
わ
り
に
触
れ
る
こ
の
朱
書
は
中
世
以
降
の
『
枕
草
子
』
享
受
を
考
え
る
う
え
で
も
興
味
深
い
が
、
真
偽
の
ほ
ど
は
定
か
で
な
い
。
た
と
え
ば
、
黒
川
文
庫
蔵
甲
本
は
、「
て
」（
手
）「
や
」（
也
）「
ひ
」（
比
）
な
ど
の
筆
跡
が
独
特
だ
が
、
自
筆
稿
と
さ
れ
る
陽
明
文
庫
蔵
『
源
氏
物
語
巻
名
和
歌
』（
仮
題
）
と
同
筆
と
さ
れ
る
伊
勢
物
語
切
（『
古
筆
手
鑑
大
成
第
五
巻　
世
々
の
友
（
岡
山
美
術
館
蔵
）』
角
川
書
店
、
一
九
八
五
年
）
と
比
べ
て
も
特
徴
が
一
致
し
な
い
。
玉
栄
筆
の
極
め
を
も
つ
ス
ペ
ン
サ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
白
猫
源
氏
物
語
絵
巻
」（
佐
野
み
ど
り
監
修
・
編
著
『
源
氏
絵
集
成
【
図
版
篇
】』
藝
華
書
院
、
二
〇
一
一
年
）
と
も
一
致
し
な
か
っ
た
。
稿
者
の
能
力
で
は
断
定
し
が
た
い
の
だ
が
、
引
き
続
き
資
料
に
当
た
っ
て
い
き
た
い
。
（
2
）以
下
、
黒
川
文
庫
蔵
甲
本
の
本
文
を
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
記
し
、
括
弧
内
に
丁
数
を
示
す
。
堺
本
の
略
号
は
次
の
と
お
り
。【
一
類
（
宮
内
卿
本
系
統
）】
台
＝
台
北
本
、
時
＝
三
時
本
、
吉
＝
吉
田
本
、
嘉
＝
山
本
本
、
山
＝
山
井
本
、
龍
＝
龍
門
本
、
甲
＝
河
野
甲
本
、
朽
＝
朽
木
本
、
鈴
＝
鈴
鹿
本
、
無
＝
無
窮
会
本
、
多
＝
多
和
本
【
二
類
（
宸
翰
本
系
統
）】
群
＝
群
書
本
、
宮
＝
宮
内
庁
本
、
京
＝
京
大
本
、
乙
＝
河
野
乙
本
、
彰
＝
彰
考
館
本
。
（
3
）表
と
グ
ラ
フ
の
体
裁
は
今
後
改
良
の
必
要
を
感
じ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
比
較
の
し
や
す
さ
を
優
先
し
て
山
中
［
二
〇
一
六
］
と
合
わ
せ
た
。
（
4
）田
村
［
二
〇
一
四
］
で
も
「
人
々
」
の
表
記
の
問
題
が
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
他
に
も
重
要
な
論
考
は
多
い
が
、近
時
の
も
の
に
は
加
藤
［
二
〇
一
四
］、
中
川
［
二
〇
一
五
］、
中
村
［
二
〇
一
五
］
な
ど
が
あ
り
、
表
記
研
究
の
可
能
性
と
問
題
点
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
（
5
）こ
の
一
節
、
三
巻
本
で
は
「
梨
花
一
枝
春
雨
を
帯
た
り
」、
能
因
本
で
は
「
梨
花
一
枝
春
の
雨
に
ほ
ひ
た
り
」、
前
田
家
本
で
は
「
り
花
ひ
と
え
た
春
の
あ
め
に
お
ひ
た
り
」
と
な
っ
て
い
る
。
他
系
統
本
で
は
読
み
下
し
て
書
か
れ
る
の
に
対
し
て
、
堺
本
で
は
漢
詩
の
一
節
と
し
て
表
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
漢
字
の
並
び
順
が
三
巻
本
・
能
因
本
の
本
文
か
ら
送
り
仮
名
を
取
り
払
っ
た
よ
う
な
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
点
、
注
意
さ
れ
る
。
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
『
白
氏
文
集
』
に
本
文
異
同
は
見
当
た
ら
ず
、
他
出
も
確
認
で
き
な
い
た
め
、
黒
川
文
庫
蔵
甲
本
と
無
窮
会
本
の
「
帯
春
雨
」
は
、「
春
雨
帯
」
と
比
べ
る
と
後
世
的
な
本
文
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
（
6
）「
斗
」「
許
」
な
ど
を
介
し
た
転
訛
が
想
定
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
三
五
【
引
用
文
献
】
加
藤　
洋
介
［
二
〇
一
四
］「
本
文
研
究
の
可
能
性
─
─
定
家
本
源
氏
物
語
の
場
合
─
─
」『
国
語
と
国
文
学
』
九
一-
一
一　
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
ゲ
イ　
ロ
ー
リ
ー［
二
〇
〇
六
］「
慶
福
院
花
屋
玉
栄
小
考
」『
季
刊
ぐ
ん
し
ょ
』
再
刊
七
二　
続
群
書
類
従
完
成
会
ゲ
イ　
ロ
ー
リ
ー
［
二
〇
〇
八
］「
遅
れ
て
き
た
姫
君
」
の
系
譜
─
─
慶
福
院
花
屋
玉
栄
の
場
合
─
─
」
陣
野
英
則
・
横
溝
博
編
『
平
安
文
学
の
古
注
釈
と
受
容　
第
一
集
』
武
蔵
野
書
院
田
村　
隆　
［
二
〇
一
二
］「
涙
」
の
表
記
情
報
」『
國
語
國
文
』
八
一-
二　
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
田
村　
隆　
［
二
〇
一
四
］「
青
表
紙
本
の
系
譜
」『
中
古
文
学
』
九
四　
中
古
文
学
会
中
川　
照
将
［
二
〇
一
五
］「『
源
氏
物
語
大
成
』
校
異
篇
の
歴
史
的
意
義
」
助
川
幸
逸
郎
・
立
石
和
弘
・
土
方
洋
一
・
松
岡
智
之
編
『
新
時
代
へ
の
源
氏
学
7　
複
数
化
す
る
源
氏
物
語
』
竹
林
舎
中
村　
一
夫
［
二
〇
一
五
］「
別
本
研
究
の
現
在
／
今
後
」
助
川
幸
逸
郎
・
立
石
和
弘
・
土
方
洋
一
・
松
岡
智
之
編
『
新
時
代
へ
の
源
氏
学
7　
複
数
化
す
る
源
氏
物
語
』
竹
林
舎
新
美　
哲
彦
［
二
〇
〇
九
］「
花
屋
玉
栄
と
「
ち
や
あ
」
─
─
伝
秀
吉
筆
『
源
氏
物
語
の
お
こ
り
』
か
ら
─
─
」
陣
野
英
則
・
新
美
哲
彦
・
横
溝
博
編
『
平
安
文
学
の
古
注
釈
と
受
容　
第
二
集
』
武
蔵
野
書
院
林　
和
比
古
［
一
九
八
八
］『
堺
本
枕
草
子
本
文
集
成
』
私
家
版
山
中　
悠
希
［
二
〇
一
六
］「
堺
本
の
本
文
系
統
と
そ
の
分
類
」『
堺
本
枕
草
子
の
研
究
』
武
蔵
野
書
院
〔
付
記
〕
本
稿
は
、
平
成
二
八
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
）
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
課
題
番
号16K
02377
）（
研
究
代
表
者
：
陣
野
英
則
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
